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あらまし：本稿ではブレンド型授業に対し，授業時間内に学生相互のピアインストラクションを取入れる

ことによる課題遂行への影響評価を行った．授業時間内にピアインストラクション，ICT 活用による自習

支援，教員との個別指導を繰り返し行うティーチングサイクルを多人数授業である機械設計授業に適用し

た．ピアインストラクションを導入した場合とそうでない場合の課題遂行結果から，ピアインストラクシ

ョンをブレンド型授業に導入した場合の効果が確認できた． 
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1. はじめに 

近年，工科系大学において入学する学生の学力差

や気質の多様化が増大している．そのため，学生個

人に合わせたきめの細かい個別指導が望まれるが，

特に多人数授業等においては実現困難な状況にある． 

多人数授業において数名のチームを組み，その中

で議論し合い授業を進める手法(1)，できる学習者が

できない学習者を教える試み(2)がなされてきたが，

これまで，少人数に分割する方法では，継続してグ

ループ間の知識交流がなされないこと，教え合う試

みについては，学習者全員のペアリングは不可能で

あり，上位と下位の十数組のペアにとどまるため，

学習者全員が恩恵を受けないことなどから，授業時

間内に学習者全員に対して対面による個別指導が困

難であった．そこで，ICT を用いた３者間モデル(3)

を拡張する形で，学習者同士の直接的対話と従来の

教師による足場がけを組み込んだブレンド型授業モ

デルの提案(4)が行われている． 

本稿はブレンド型授業にピアインストラクション

を取入れることによる課題遂行への影響について，

実際の授業に適用し効果を確認した． 

 

2. ピアインストラクション導入によるブレ

ンド型授業 
 

ブレンド型授業はオンライン学習および対面指導

を組み合わせた学習形態である．この学習形態にピ

アインストラクションを導入した授業モデルを提案

する．ここでのピアインストラクションとは「授業

時間内」に「学生(複数)がお互い対面」で「相談や

教えあい」を実践することである．授業時間内にピ

アインストラクションを導入したブレンド型授業モ

デルを図 1 に示す．また，各相互作用を以下に示す． 

① 学習者⇔学習者：ピアインストラクション 

② 学習者⇔自習支援：自習支援システム 

③ 学習者⇔教員：個別指導，足場かけ 

本稿の学習モデルは①→②→③を基本形とし，授

業時間内にこのサイクルを回す事により学習を促進

する．ここではこの手法をティーチングサイクルと

称する． 

 

 
図 1 授業時間内にピアインストラクションを導入

したブレンド型授業モデル 

 

3. 授業実践 

工学系の大学，特に機械工学系の学科においてエ

ンジニア育成のための主要な科目と位置づけられて
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いる機械設計の授業を対象とした．授業は 2 年生後

期の 3・4 限連続で行われる．日程前半は設計計算を

行い，後半は CAD および製図作業へ移行していく．

授業 1 日分の流れを図 2 に示す．まず，座学による

基礎学問の解説及び当該日程で進むべき課題につい

て一斉講義を行う．この一斉講義は毎授業冒頭 1 時

間程度である．その後，個別課題を与えられた学生

は教科書や資料を用いて強度などについて設計計算

を行う．この時前述した，学生同士の相談や教え合

い等のピアインストラクションを実施する．さらに

個別学習では ICT を用いた設計計算支援プログラム
(5)を用いた．授業時間内におけるピアインストラク

ション例を図 3 に，自習支援利用シーンを図 4 に示

す． 

 

 
図 2 授業 1 日分の流れ 

 

  
図 3 ピアインストラクシ

ョン 

図 4 自習支援利用シーン 

 

個別課題は一段減速機の設計とした．一対の歯車

と 2 本の軸（入力軸と出力軸）の設計及び製図であ

る．この授業の成果物は，設計計算ノート，組立計

画図，ＣＡＤ投影図（入力軸，出力軸）および部品

図（入力軸，出力軸）である．ここで，各成果物は

お互いに依存関係があるため，最後に取り組む出力

軸の部品図が完成したか否かにより，年度の成果全

体を判断できる． 

 

4. 授業実践結果 

授業時間内に学生のピアインストラクション導入

の効果を把握するため，2010 年度から 2013 年度ま

ではピアインストラクションを用いたブレンド型授

業モデルを，2014 年度は授業中「私語禁止」と指示

を行い，ピアインストラクションを行わなかった．

年度ごとの学生数を表 1 に示す．年度末の課題（出

力軸部品図）完成および未完成の割合を図 5 に示す． 

 

表 1 年度ごとの学生数(評価対象者) 

年度 2010 2011 2012 2013 2014 

学生数 70 56 52 68 65 

 

 
図 5 課題完成,未完成割合 

 

 ここで，2013 年度および 2014 年度の完成率が同

じと仮定した場合のχ2検定を行った．その結果，有

意差 5%で完成率が異なることがわかった．同様に

他の年度との比較結果から 2014 年度の未完成者数

が明らかに増加したことがわかった． 

 

5. おわりに 

本稿はブレンド型授業にピアインストラクション

を導入した授業モデルを提案した．この授業モデル

を適用した授業実践により課題遂行への影響評価を

行った．その結果，ピアインストラクション導入に

有意な結果が得られた． 
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